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学生に対 しては調査用紙を配布 し各個人が直接記入する方法をとり､市民に対 しては街頭
*長崎大学教育学部理科教育講座 **西海建設 (秩)
***長崎市管内郵便局












































































による差は､学生の方が ｢水 (湿気)｣に対する回答率が5%程高い｡多 くの回答者は水分
(湿気)のあるところに金属を放置するとさびるということを､生活経験上､認識 している
ことが分かる｡大きな差異がみられるのは､市民が回答した ｢潮風｣の17.0%と､学生が


























市民の無回答は60.9%と高い比率を示 した.学生の方は ｢軟化｣ の回答率が高 く､市民の
図 6 さびによる重さの変化 図 7 重さが変化する理由















金属の腐食に関する知識を問う質問に関して､腐食因子としては学生 も市民 も ｢水 (堤
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